スの 内容 を 展開しょう としたら 税関吏の 老人 は 二 コ 二 

コ しながら 手真似で、 そうしなくても いいと 制する の 

であった。 尤も その 前に 一枚の ル —プリの 形 をした 信 

用 状が 彼の かくしに 這^って いたので あつたと 記憶す 

る。 ド ー ヴァへ 渡った とき は 「エネ シン グ、 トウ、 デ 

クレア ー」 と 聞かれ 「ノ ー」 と 答えた、 ただ それだけ 

であった。 パリの ガ— ル ニァュ • ノ— ル では 誰 だか 知 

ら ない 人が 書式へ いい加減 のこと を 書いて くれて それ 

とどこお 

で 万事が 滞 りなく すんだ のであった。 到る 処の 青山 

に 春風が 吹いて いた。 

アメリカへ 船が 着く 前に 二等 船客 は 囚徒の ように 一 



り 憂鬱に なって、 そこ を 出る と、 うしろから 来た ァメ 

リカ 人が 「ビグ、 ジャ ー ップ」 と 云って 唾 を はいた。 

見る とや はリチ ュ —インガム を嚙ん でい るので あ つ た _ 

二 ュ— ョ ー クを 立つ ときに ぺ ンシル ベ ニァ . ス テ— 

シ ヨンで、 いきな リ 汽車に 飛び乗ろう とすると、 車掌 

に 叱り飛ばされた。 「レデ ース • ファ ー スト」 と 云う の 

であった。 なるほど 自分の 側に お婆さんが 一人 立って 

いた。 この 車掌 もや はり チュ ー インガム を嚙ん でいた 

ような 気がする。 あるいはそう でなかった かもしれ な 

いが、 今 考えて みると、 どうしてもそう でなくて は 勘 

定が 合わない ような 気がする ので ある。 



頃から 流行し だし たかは 知らないが、 自分の 注意 を 引 

くように なった の は 近頃の ことで ある。 

チュ— インガム は、 自分に は、 アメリカの ヤン キ ー 

ズムの 象徴の ように 思われて 仕方がない。 アメリカ 文 

化の 特徴が ことごと くこの 奇妙な 物質の 中に 集中され 

包含され ている ような 気がする ので あるが、 その 理由 

は 分らない。 

アメリカ人に は 勉強家 努力家が なかなか 多い。 ギヤ 

あ \ J 

ングも 居る が 真面目な 努力家 も 多 い。 努力の 余波が 顎 

の 筋肉に 伝わ つ て 何 かしら 嚙ん でいた くなる のかと も 

考えて みた。 自分の 知っている 老人で、 機嫌が 悪くて 



しろうと： r- ゆう 

うで ある。 この 理窟 を 素人 流に 応用す ると、 歯を嚙 

み 合わせる 動作に よ つ て 緊張 努力の 気持が 幾分 か は 助 

長され ると いう 効果が あるの かもしれ ない。 

顎の 張った 人 は 意志が 強いと いうから、 始終 チュ— 

インガム を 嚙んで 顎骨 で も 発育した ら あるい は 意志が 

強くなる というの かもしれ ない。 

こう 考えて 来る と 少なくも 彼の 税関吏の 場合 はや や 

従前と はちがつた 光の 下に 見直す ことが 出来る。 税関 

吏の 仕事 は 要するに 一 般には あまり 面白い 仕事で ない 

であろう。 それ を 忠実に 遂行す るに 要する 努力の 興奮 

剤と して チュ ー インガム を 使用して いると すれば、 い 



毛孔から 滲み出す 頃に は、 また 別な 新しい 日本 文化と 

な つ て 栄える のか もしれ ない ので ある。 

(昭和 七 年 八月 『文学』) 
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